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および線形座屈の諸問題は比較的容易

ヒー
目要

最近の電子計算機の発達に伴ない軸対称かくの曲げ、振動、

のr:'室、

奇内文

なお多くの問題点が残されている O 本論文はかく構造物の基本的形状と考

えられる任意形状の軸対称かくを取臼ず、これに対して上述の諸問題の解法について論じたもので、

および付録から構成されている O

に解けるようになったが、

3章「幸吉論、緒論、

緒論にわいては、構造解析法としての差分法の位置づけを行ない、軸対称、かくの諸問題の研究の現

かっ本研究の目的について述べている O;1犬とその問題点を明らかにし、

のの各かく理論に基づ、いて、一般軸対称、かく第 1章にわいては、 Flugge、溝;口、l および Donnell

これらの解法むよび他の研究者によってむよび自由振動の問題に対する解法を提案する O静的rtHげ、

Sandersのかく理論に基づく解法を用いていくつかの例題を解き、それらの結既に発表されている

のかく理論の取扱いの簡易さを残しながら解の精度を向上させる果を相互に比較したのち、 Flugge

また実験を行なって各かく理論に基づこれに修正を加えた理論を提案している Oことを目的として、

く解法による結果を検証している O

第 2章にむいては、圧力が作用することによって緊張状態にある一般軸対称かくの静的曲げ、自由

これらの問題は基本的でかつ実用上振動および線形座屈問題を取扱うための解法について考察する O

これに対処できる解法が研究されたのは最近のことであり、

第 3章にわいては、前述の自由振動問題を摂動法と結び、つける方法について考察する O この方法に

よれば、自由振動特性が内圧またはかく厚などの形状パラメータに関して簡単なべき級数の形で表わ

重要なものであるにもかかわらず、

ここにおける取扱いは、一つの与えられた条件のもとで
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きわめて便利な形の解となる Oされるため、



は一つの解しか得られないという数値解j去の短所を補なうことを目的として、解析的解法と数値解法

との折衷的方法を得ょうとする一つの試みである O

結論においては、以上の各章で得た結果を総括し今後に残された問題点を指摘している O

付録においては、第 3章で示した摂動解法が他の自由振動問題に対しでも有効に適用できることを

示すため、軸力を受けるはり、および回転する円板の問題が摂動解法によって取扱うことができるこ

とを示している O

論文の審査結果の要旨

本論文は、一般軸対称かくの曲げ、振動および線形座屈の各問題に対して適用できる数値解法につ

いての研究をまとめたもので、その成果を要約するとつぎのようになる O

( 1) Flugge， Donnell および溝口の各理論を一般軸対称かくの曲げ、および振動の問題に適用する

ための数値解法を提案した。

( 2 )このうち、 Fluggeのかく理論による解法の精度を向上させるために、これを修正した解法を

提案した。

( 3 )上記の 4個の解法に加えて、すでに提案されている Sandersのかく理論による解法の 5個に

ついて、それらの精度を比較検討した D

( 4 )あらかじめ軸対称荷重を受けて緊張状態にある一般軸対称かくの曲げ、振動および線形座屈の

問題を取扱うことのできる解法を提案した O

( 5)以上の解法はすべて差分法による数値解法であるが、つぎに差分法と摂動法を結び、つける解法

を提案し、この方法がとくに自由振動数と内圧の関係を表わすのに便利で、あることを示した O

以上のように本研究は軸対称かくの諸問題を解決するために有効な諸解法を提案したものであり、

構造設計の分野に貢献するところが大きい O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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